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平成２６年度「エコモビ実践キャンペーン」実施結果について 

 

１ 実施期間 

平成２６年１１月２０日（木）から１２月１９日（金）まで（３０日間） 

【１２月３日（１２月の第１水曜日）を県内一斉「エコ通勤デー」とした】 

 

２ 参加事業所数 

(1) 参加事業所数 １，５１６事業所 

 ※ 参加事業所は別添のとおり［掲載を承諾した事業所のみ記載］。 

(2) 「キャンペーン」各取組項目の参加事業所数 

○ 「エコモビ」情報の周知、実践の働きかけ   １，５１６事業所 

○ 県内一斉「エコ通勤デー」への参加      １，２９０事業所 

○ エコ通勤の推進               １，４８０事業所   

○ 環境に配慮した自動車利用の促進       １，２９８事業所 

 

３ 「キャンペーン」各取組項目の実施事例(「キャンペーン」実施以前からの取組を含む) 

(1) 「エコモビ」情報の周知、実践の働きかけ 

・ ポスターの職場内、庁内、店頭等での掲示、チラシの配付 

・ 社内イントラネットでの周知、「エコモビメールニュース」※の職場内 

展開 

・ 機関誌等への掲載 

・ 朝礼、終礼、社内会議等での周知、定期的な「エコ通勤」の呼びかけ 

・ 事業所の最寄り駅、バス停の時刻表を職場内掲示、マイカー通勤者へ 

配付 

・ 来客配布用地図余白にエコモビキャンペーン実施期間等を掲載 

※  毎月、「エコモビの日」（第１水曜日）の前日にあいちエコモビリティライフ推進

協議会構成員あてに「エコモビ」情報を配信しているもの。26 年 8 月から 12 月ま

で、「エコモビ」のメリットや具体的な取組について紹介する「エコモビコラム」な

どを追加して、「キャンペーン」参加事業所に対しても配信した。 

(2) 県内一斉「エコ通勤デー」への参加 

・ 前日の朝礼、終礼、社内会議、社内放送などでの参加呼びかけ 

・ 毎週、全職員に配付する行事予定表に、キャンペーン参加事業所である

こと及び県内一斉「エコ通勤デー」実施日を記載し、職員に周知､参加  

呼びかけ 

・ 案内文を作成し、該当者一人一人に手渡しして、参加呼びかけ 

・ 自転車通勤者のために、屋根付き駐輪場を確保、既存の駐輪場を清掃・

整理 
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・ 同じ方向から出勤してくる者同士での相乗り通勤の呼びかけ 

・ 本社勤務者は自転車通勤、現場勤務者は相乗り通勤を促進するなど、 

各勤務体制に合わせて、参加を呼びかけ 

・ 県内一斉「エコ通勤デー」を忘年会の日に設定 

・ 県内一斉「エコ通勤デー」当日に休暇だった者も別の日に参加 

・ 県内一斉「エコ通勤デー」以外に、毎月１回、「エコ通勤デー」を実施 

(3) エコ通勤の推進 

 【マイカー通勤の抑制】 

 ・ マイカー通勤の原則禁止、公共交通や自転車での通勤を奨励 

 ・ 事務所移転を機に、従業員用駐車場を廃止 

 ・ 新庁舎建設にあたり、職員用駐車場を従来よりも遠い場所に移転した 

ところ、公共交通での通勤者が増加 

 【自転車通勤の奨励】 

・ 自転車通勤者のために、屋根付き駐輪場の確保、カッパ、ヘルメット置

き場の提供、空気入れ等の配備 

・ 自転車通勤者についても、マイカー通勤者と同額の通勤手当を支給 

・ 自転車通勤規則を制定し、安全な通勤形態を確立 

・ 親睦会から自転車通勤者に対してヘルメット購入代の一部を負担 

 【従業員の交通行動転換促進】 

・ 「コミュニケーション・アンケート」※の実施 

・ 自動車通勤者のうち公共交通機関が近くにある職員について、公共交通

による通勤時間について直接聞き取り、エコ通勤への変更を働きかけ 

※ コミュニケーション・アンケートとは、従業員の通勤実態を把握するとともに、

従業員一人一人に自身の通勤を振りかえってもらうことでエコ通勤への転換を促す

きっかけとするもの。詳しくは、国土交通省「エコ通勤ポータルサイト」 

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/ecommuters/index.html）の 

ワンショット TFP ツールの項を参照。 

 【相乗り通勤など】 

・ 月１回、相乗り通勤を実施 

・ 天候不良の際、自家用車通勤者が交通機関通勤者を職場から駅まで(約 

２km)を送り届け 

・ 時差出勤制度 

・ エコ通勤者に対する表彰制度 

・ 通勤バスの運行 

(4) 環境に配慮した自動車利用の促進 

・ 社内でエコドライブ研修を実施 
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・ 営業車両の燃料削減の数値目標を定め、毎月、営業店ごとに実績を本部へ

報告 

・ 社用車の利用者にエコドライブ励行を声掛け 

・ 社用車の運転日誌にエコドライブ推進の資料を貼付 

・ 公共交通の利用が困難な地域への移動の際にカーシェアリングを活用す

ることで、マイカーの業務使用を削減 

・ 社用車を廃止し、移動時は公共交通利用を原則とし、その先の移動に   
カーシェアリングを利用 

・ EV、PHV、HV などのエコカーの導入  
・ 業務用自転車の活用  
・ 渋滞時間をさけた通勤の奨励  

 

４ 参加事業所からのご意見・ご感想等 

・ 「エコモビ」実践の意識は十分にできているので、毎日は仕事上無理があっても、

年に何回か日にちを決めて行うことが今後の課題。 

・ 慌ただしい日々にどうしても忘れがちになってしまう「環境」について、こういっ

たキャンペーンに参加する事で再認識する機会を与えてもらった。 

・ 「エコモビ」を意識化することは、大変有効なことであると思った。できれば学校

教育の段階から、周知徹底していくと、将来的な効果がさらに高まると予想される。 

・ 社員全員、エコへの関心が深まったと思う。 

・ 今後も環境の維持、改善に対する意識を高めていきたい。 

・ 「エコ通勤デー」当日の職員駐車場利用率を目算で確認したところ、１～２割程度

の実施効果があったと思われる。自家用車以外での通勤の難しさを感じた。 

・ キャンペーン参加が、少し停滞気味である社内の環境保全に対する意識を向上する

きっかけとして役立った。今後、定期的に開催していただけると良いと思う。 

・ 一過性のものではなく、今後も継続していくことでより効果を得られていくと感じ

た。 

・ 冬の寒い時期ではなく、天候の影響の少ない春や秋にキャンペーンを実施していた

だきたい。 

・ 出張の際いつも車で行っていたが、思っていたより電車で楽に行くことができ、体

験できてよかった。今後も意識して続けていきたい。 



別　添








